
「
自
由
学
校
」
の
世
相
史
的
背
景

槌

田

満

文

必
要
が
あ

っ
て
、
獅
子
文
六

の
新
聞
小
説

「
自
由
学
校
」
を
読
み
直
し
た
。

昭
和

二
十
五
年

(
一
九
五
〇
)

の

「
朝
日
新
聞
」
紙
上

で
毎
日
欠

か
さ
ず
読

ん

で
以
来
、
二
、
三
度
通
読
し
た

こ
と

の
あ
る
作
品
だ
が
、

こ
の
と

こ
ろ
戦
後
世
相

史
を
調
べ

て
い
る
た
め

か
、

こ
れ
ま
で
何
げ
な
く
読

み
過
ご
し

て
い
た
箇
所
が

少
な
く
な

い
の
に
気
づ

い
、た
。
特

に
、
当
時

の

ニ

ュ
・ー
ス
に
関
連
し

た
世
相
風

俗
が
ら
み

の
記
述

は
、
新
閣
小
説

の
特
性
を

フ

ル
に
生

か
し
た
も

の
と

い
う

べ

き
だ

ろ
う
。

「
自
由
学
校
」

に
関
す
る
文
学
辞
典
な
ど

の
解
説
、
全
集

や
文
庫

本

に
付

い
た
注
解

は
、
世
相
史
的
背
景

に
触
れ

る
こ
と
が
少
な

い
の
で
、
そ

の

主
要
な
点

に

つ
い
て
考
え

て
み
る
こ
と

に
し
た
い
。

新
聞
小
説

の
べ

テ
ラ
ソ
獅
子
文

六
の
作
品

の
な
か
で
も
、
昭
和

二
十
五
年
五

月
二
十
六
日
か
ら
十
二
月
十

一
日
ま

で
の

「
朝

日
新
聞
」
紙
上

に

「
彼
女
が
そ

う
叫
ぶ

に
は
」

か
ら

≒
大
団
円
」
ま

で
の
十
八
章
、

ご
百
回

に
わ

た

っ
て
連
載

さ
れ
た

「
自

由
学
校

」
は
、
空
前

の
成
功
作

で
あ

っ
た
。

世
評
が
高

く
な
り
は
じ
め

た
こ
ろ
の

「
文
芸
時
評
」

(「
朝
日
新
聞
」
昭
和

25

年

6
月

25
日
)

で
、
'
河
盛

好
蔵

は

「
自

由
学
校

」

の
テ
ー

マ
に

つ
い
て
、

次

の

よ
う
に
書

い
て
い
る
。

「
終
戦
後

わ
れ
わ
れ
が
自

由
を
与
え
ら
れ
て
か
ら
す

で

に
五
年

に
な
る
。

こ
の
自

由

に
つ
い
て
人

々
が
何

を
学
ん
だ
か
、

い
い
か
え
れ

ば
、
各
人
が
そ
れ
ぞ
れ

の
器
量

に
応
じ

て
こ
の
自
由
を

い
か

に
生
か
し
た
か
、

と

い
う

こ
と
を
探
求
す
る

の
が
、
お
そ
ら
く
作
者

の
意
図
す
る
老

こ
ろ

で
あ
ろ

う
。

『
学
校
』
と

い
う

の
は
そ

の
意
味

に
ち
が

い
な

い
。

…
…
」
・

こ
の
テ
ー

マ
が
世
相
史
的
背
景
と
ど
う

か
か
わ
る

か
を
考
え
る
た
め

に
、
ま

ず
連
載
期
間
中

の
略
年
表
を
次

に
掲
げ

て
み
よ
う
。

昭

和
25
年

5
月

26
日

「
自
由
学
校
」
始
ま
る
。

1

30
日

民
主
民
族
戦
線
準
備
会
主
催
の
人
民
決
起
大
会
で
デ
モ
。

6
月

2
日

警
視
庁
、
・東
京
都
内

の
集
会

・
デ

モ
を
禁
止
。

ー

4
日

第

二
回

・
参
議
院
議
員
選
挙
。
野
党
わ
ず

か
に
優
位
。

1

6
日

住
宅
金
融
公
庫
発
足
。

マ
ッ
カ
ー
サ
i
、
吉
田
茂
首
相
あ

て

書
簡
で
共
産
党
中
央
委
員
二
十
四
人
の
公
職
追
放
を
指
令
。

1

25
日

朝
鮮
戦
争
始

ま
る
。

i

26
日

「
ア
カ

ハ
タ
」

に
停
刊
指
令
。
「
チ
ャ
タ
レ
イ
夫
人

の
恋
人
」

押
収
さ
れ

る
。

7
月

8
日

に
発
禁
p

i

29
日

戦
争
勃
発
で
北
九
州
に
警
戒
警
報
発
令
、
灯
火
管
制
実
施
。
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7
月
2
日

金
閣
寺
、
放
火

で
全
焼
。

1

11
日

総
評

(
目
本
労
働

組
合

総
評
議
会
)
が
結

成
さ
れ
る
。

1

15
日

小
倉
市

で
集
団
脱
走

し
た
米
軍

黒
人
兵

を
市
街
戦

で
鎮

圧
。

i

24
日

G
H
Q
、
新
聞
協
会
代
表

に
共
産
党

と
そ

の
同
調
者

の
追
放

を
勧
告

。

レ

ッ
ド

.
パ
ー
ジ
始
ま
る
。

8
月

10
日

警
察

予
備
隊
令
公
布

。

9
月

3
日

ジ

ェ
ー

ソ
台
風
、
近
畿
地
方

を
縦
断

、
秋
田
付
近
で
再
上
陸
。

i

13
日

「
チ

ャ
タ

レ
イ
夫

人

の
恋
人

」

の
訳
者
伊
藤
整

ら
、

わ

い
せ

つ
文
書
頒
布
容
疑
で
起
訴
。

ー

24
日

日
大
職
員
の
給
料
を
強
奪
し
た
山
際
啓
之
と
愛
人
の
藤
本
佐

文

を
逮
捕
。

ー

27
日

「
朝

日
新
聞
」
潜
行
中

の
伊
藤
律
会
見
記

を
掲
載
。

30
目
に

神
戸
支
局
員

の
捏
造

と
判
明

、
陳
謝

の
社
告

を
出
す

。

11
月

10
日

政
府
、

旧
軍
人

の

一
部

の
追
放
を
解
除
。

N
H

K
東
京

テ

レ

ビ
ジ

ョ
ン
実
験
局
、
定
寵
馴
実
験
放
送
を
關
川始
。

12
月

7
日

池
田
勇
人
蔵
相
、
米
価
問
題

の
質
問

に

「
貧
乏
人
は
麦
を
食

え
」

の
意
を
答
弁
、
問
題
化
。

i

11
日

「
自
由
学
校
」
終
わ

る
。

こ
う
し
た
史
的
背
景
を
念
頭

に
お
い
て

「自

由
学
校
」
を
読
む
と
、

"
政
治

活
動

の
自

由
"
を
奪

う
共
産

党
幹
部

の
追
放
、

"
芸
術
表
現

の
自
由
"
を
制
限

し
よ
う
と
す
る
チ

ャ
タ

レ
イ
裁
判

の
二

つ
が

、
陰

に
陽

に
ス
ト
ー
リ

ー
と

か
ら

ん
で

い
る
こ
と
に
気

づ
く
。

・

武
蔵

野
の

一
角

に
住

む
デ

ク
ノ
ボ
ー

の
大

男
南
村

五
百
助

は

「自

由
が
欲

し

く
な

っ
た
も

の
だ
か
ら
ね
」
と
通
信
社

を
や
め
た
。

そ
れ
を
知

っ
て
、
妻

の
駒

子
は
思
わ
ず

「出
て
い
け
1
」
と
叫
ぶ
。
彼
女
は
飜
訳
や
洋
裁
な
ど
で
生
計
を

支
え
て
い
る
女
子
大
英
文
科
出
の
才
女
だ
っ
た
。
大
磯
に
住
む
叔
父
の
老
法
学

は

ね

だ

つ
と
む

者
羽
根
田
力
博
士

の
家

に
相
談

に
出

か
け
、
そ

の
時

出
会

っ
た

ア
プ

レ

・
ゲ

ー

へ
ん
み

す
ぐ
る

ル
の
堀
隆
文

に
熱
を
あ
げ
ら
れ
た
り
、
英

国
趣
味

の
紳
士
辺
見
卓

に
好
意
を
寄

せ
た
り
し

た
が
、
や
が
て
失
望

を
味

わ
う
。
女
房

に
逃
げ
ら
れ
た

シ
ベ
リ

ア
帰

へ
い

り

の
配
給
所
員
平
さ

ん
の
た
く
ま
し

い
腕
力

に
ひ
か
れ
た

の
は
、
そ
れ
ま
で

の

男

た
ち

に
な

い
魅
力
を
感
じ

た
か
ら
だ

っ
た
。

こ
の
よ
う
な
設
定

は
、
戦

傷
で
不
能
と
な

っ
た
貴

族

ク
リ

フ
ォ
ー
ド

・
チ

ャ

タ
レ
イ

の
夫
人

コ
ニ
ー
が
、

孤
独
な
森

番

メ
ラ
ー
ズ

の
肉
体

に
ひ
か
れ
て
ゆ
く

D

・
H

・
ロ
レ
ン
ス
の

「
チ

ャ
タ
レ
イ
夫
人
の
恋
人
」

の
パ

ロ
デ

ィ
ー
と
見

て

よ

い
だ
ろ
う
。
次

の

一
節

に
あ

る
よ
う
に
、
英

語

の
達

者
な
駒

子
が
戦
前

に
原

書

で
読

ん
で
い
る
設
定

に
も
、
そ
れ
は
示
さ
れ
て

い
る
。

「
駒

子
が
、
妻

の
自

由
と
か
、
女
性

の
人
権

と
か

い
う
言
葉

に
、
魅
力

を
感

じ
た

の
は
、
決

し
て
、
昨
今

の
こ
と
で
は
な
か

っ
た
。
彼
女

は
、

《
チ

ャ
ッ
タ

レ
i
夫

人

の
恋
人
》

と

い
う
本

も
、
戦
前

に
読

ん
で
い
た
。
今

更
、

あ

わ

て

て
、

眼

を
サ

マ
す

必
要

は
な
か

っ
た
。」

(
「夏

の
花
咲
く
」

三

・
第

二
六
回

・

6
月

20
日
。
以
下
同
様

に
章
名

・
回
数

・
掲
載

日
を
記

す
)

「
性
格
と
教
養

の
調
和
と

一
致
な

ん
て
こ
と

を
、

ク
ド
ク
ド
し
く
持

ち
出

し

た
の
は
、
辺
見

の
量
見
が
、
甘

い
と

い
う
も

の
で
あ

る
。
そ

ん
な
も

の
は
、

ほ

ん
と
う

に

一
人

の
男
を
恋
す

る
女

に
と

っ
て
、

ア
ク
セ
サ
リ
ー
の
よ
う
な
も

の

で
し
か
な

い
。
男

は
、
そ

ん
な
小
さ
な
宇
宙

で
は
な

い
。
紳
士

よ
り
も
、
森
番

の
方
が

モ
テ
る
と

い
う

の
は
、
そ

の
証
拠

で
は
な

い
か
。」

(「
鮎
料
理
」
一
〇

・

第
五
・三
回

・
7
月

17
日
)

こ
の
年

の
四
月
と
五
月

に
小
山
書
店

か
ら
刊
行
さ
れ

た
D

・
H

・
ロ
レ
ソ
ス

作
、
伊
藤
整
訳

の

『
チ
ャ
タ
レ
イ
夫
人

の
恋
人
』
上
下

二
冊
が
、
わ

い
せ
つ
文
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書

と
し
て
押
収

さ
れ
た
の
は
、
朝
鮮
戦
争
勃
発

の
翌

日
-

六
月

二
十

六
日

で

あ

っ
た
。

七
月

八
日

に
は
発
売
禁
止

と
な
り
、
九
月
十

三
日
に
は
訳
者

と
出
版

社

主
が
刑
法
第

一
七
五
条

を
も

っ
.て
起
訴

さ
れ
て
い
る
。
東
京
地
裁

で
の
第

一

回
公
判
は
翌

二
十
六
年

五
月

八
日
か
ら
開

か
れ
た
が
、

こ
の
問
題

は

マ
ス

コ
、、、

で
大

き
く

取
り
上
げ
ら
れ
た
。
次

の

一
節

は
そ
の
経

過

の
報
道

に
、
駒
子
が
関

心
を
持

っ
て

い
た

こ
と

に
触

れ
て

い
る
。

「
大
き

な
ミ
ダ

シ
で
、
旧
海
軍
軍
人

の
密
輸
団

一
味

に
、逮
捕

の
手
が
伸
び

た

記
事
が
、

出
て

い
た
。

こ
う

い
う

ニ
ュ
ー

ス
は
、
駒

子
に
と

っ
て
、
あ

ま
り
、

興
味

が
な
か

っ
た
。
そ
れ
よ
り
、
、翻

訳
書
発
禁
事
件

の
経
過

の
方

が
、
面
白

い

の
だ
が
、

ワ
キ

・
ミ
ダ

シ
に
《
お
金

の
水
橋
下

の
活

劇
》

と

い
う
文
字
が
あ

る

の
で
彼

女

の
眼

が
、
吸

い
つ
け
ら

れ

た
。
」
(
「檻

の
内
外

」
三

・
第

一
八
四
回

・
11
月
25
日
)

駒

子

に

一
喝
さ
れ
て
家
出
し
た
五
百
助

は
、

お
金

の
水

(
お
茶

の
水
)
橋
下

の
パ
タ
ヤ
部
落

の
住
人
と
な

っ
て
自
由

の
生
活

を
楽

し
ん
で

い
た
が
、
麻
薬

の

か

じ

き

取
引

き
で
愛

国
運
動

の
資
金
を
か
せ
ぐ

元
海
軍
軍
人

の
加
治
木
健

兵

に
お
だ
て

ら
れ
、
密
輸
事
件

の
巻

き
そ

え
を
食

っ
て
ブ

タ
箱

に
ぶ
ち

こ
ま
れ
た
。
思

い
つ

め
た
配
給
所
員

平
さ
ん
が
暴
風

の
夜

に
訪
ね

て
き
た

の
を
避
け
て
、
大
磯

の
羽

根

田
家

に
身

を
寄
せ
て

い
た
駒

子
は
、

そ

の
新
聞
記
事

で

"
地
下

に

も

ぐ

っ

て
"

い
た
夫

の
消
息

を
初
め
て
知

っ
た

の
で
あ
る
。

六
月
二
十
五
日

の
朝
鮮
戦
争
勃
発

に
先
立

っ
て
、

マ
ッ
カ

ー
サ
ー
司
令
部
は

六
月

六
日
、
徳

田
球

一
、

野
坂
参

三
、
伊
藤
律
ら
日
本
共
産
党
中
央
委
員
二
十

四
人

の
公
職
追
放

を
指

令
し
た
。

こ
れ
を
契
機

に
、

"
地
下

に
も
ぐ

っ
た
"
党

幹
部

の
な

か
に
は

"赤

い
国
"
中
国

へ
ひ
そ
か
に
渡

航
し
た
も

の
も

い
た

の
で

あ

る
。
次

の

一
節

に

「
赤

い
旗

の
翻

っ
て
る
よ
う
な
、
、遠

い
地
区
」
と
あ
る

の

は
、
明
ら

か
に
こ
の
事
実

を
ふ
ま
え
た
記
述

だ

っ
た
と

い

っ
て
よ

い
。

」

「
す

で
に
、
家

出
以
来
、
百
十

数
日
を
経
た
今

日
ま
で
、

い
ろ

い
ろ
の

こ
と

が

あ

っ
た
に
し
て
も
、
彼

が
、

重

い
病

い
に
も
か
か
ら
ず
職
寄

こ
せ
運
動

に
も

加

わ
ら
ず

に
、
某
所

に
生
存
し
て

い
る

こ
と
は
、
確
実

な

の
で
あ

る
。
某
所

と

い
っ
て
も
、
赤

い
旗

の
翻

っ
て
る
よ
う
な
、
遠

い
地
区
で
は
な

い
、
東

京
都
内

で
あ
る
。」

(
「自

由
を
求
め
て
」
一

・
第

六
七
回

・
7
月
31
日
)

駒

子
で
チ

ャ
タ

レ
イ
夫

人
を
も
じ
り
、

五
百
助

も
地
下

に
も
ぐ

っ
た
共
産
党

幹

部
の
パ

ロ
デ

ィ
ー
と
し
て
扱
わ
れ
て

い
る
の
は
、
時
流

を
諷
刺

す
る
作

者
の

シ

ニ
ッ
ク
な
姿
勢

を
示
す
も

の
で
あ
ろ
う
。

妻
が
夫

に

「
出
て
行
け
!
」
と
叫
ぶ

こ
と
は
、
戦
前

で
は
お
ま

そ
考

え
ら
れ

ぬ

こ
と
で
あ

っ
た
。
駒

子

の
言
動

に
は
、

男
女
同
権
、
女
性
解
放
と

い

っ
た
自

由
を
与
え
ら
れ
た
戦
後

特
有

の
進
歩
性
を
見
る

こ
乏
が

で
き
る
。
し

か
し
、
結

局
は
保
守
性
を
象
徴
す
る
人
物
五
百
助

に
屈
し

て
、
駒

子

は
、
ブ

タ
箱
か
ら
出

た
彼

に

「
敗
け

た
わ
…
…
家

に
い
て
…
…
」
と
哀
願
す
る

こ
と

に
な

っ
た
。
、家

出
以
前
と
逆

に
、
五
百
助
が
家
事

に
従
事
し
、
駒

子
が
会
社
勤
め

に
出
て
、、
元

の
サ
ヤ
に
お
さ
ま

っ
た
の
で
あ

る
。

む
な
か
た

五
百
助

は

「
南

の
風
」

(昭
和

16
年
)

の
宗
像
六
郎
太
を

う

け
、

「
大
番
」

あ
か
ば

(
昭
和

31
～

33
年
)

の
赤
羽
丑
之
助

に
つ
な
が
る
茫
洋
と
し
た
大
型
人
間

で
、

作
者
が
も

っ
と
も
愛
す
る

タ
イ
プ

で
あ

っ
た
。
五
百
助

の
勝
利

に
終
わ
る

「自

由
学
校
」

の
保
守
的
性
格

に

つ
い
て
、
多
田
道
太
郎

は

「
自
由
学
校
l
l
保

守

派

の
み

た
女

の

"自
由
"
」

(「
朝

日
ジ

ャ
ー
ナ
ル
」
昭
和

41

年

3
月
)
で
、
次

の
よ
う

に
論
じ

て
い
る
。

「
戦
争
が
あ

っ
た

っ
て
、
敗
け

た

っ
て
、
ど
う

し
た

っ
て
、
人
間
と

い
う
も

の

は
そ

ん
な

に
大
き
く
変

る
も

の
で
は
な

い
の
だ
。
ま

た
、
変

っ
て
は

い
け
な

い

の
で
あ

る
。
そ

ん
な
保
守
的
信
念
が

こ
の
作
家

の
心
の
大
黒
柱
な

の
で
あ

る
。

こ
う

い
う
立
場

か
ら
、

『
戦
後
』
そ

の
も

の
を
戯
画
化

し
、
そ
れ
が

『
戦
前
』
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ゐ

尾

テ
イ
骨

を
も

つ
人
び

と
の
共
感

を
え
た
の
で
あ

る
。

こ

れ

が

『自

由

学

校

』
を
ベ

ス
ト
ゼ

ラ
ー

に
の
し
あ
げ
た
最
大
の
理
由
で
あ

っ
た
。
…
…
」

こ
の
よ
う
な
作
者
獅
子
文
六

の
立
場

に
も

っ
と
も
近

い
登
場
人
物
は
、

同
世

代

の
羽
根

田
博

士
で
あ
ろ
う
。
昭
和
二
十

一
年

十

一
月
三
日

に
公
布

さ
れ
、
翌

二
十
二
年

五
月
三
日
に
施
行
さ
れ
た
日
本
国
憲

法

に
つ
い
て
、

羽
根

田
の
見
解

を
記
し
た
次

の

一
節

は
、
作

老
の
考
え
と
ほ
ぼ
同
じ
と
見
ら
れ
る
。

「
彼
は
、
法
学
者
と
し
て
、
新
憲

法
の
あ
る
個
条

に
、
多
少

の
批
判

を
持

た

ぬ
こ
と
は
な

い
が
、
そ

の
方

向

に
は
、

大
体
、
賛
意

を
表
し
て

い

る

の

で

あ

る
ゆ
そ

の
く

せ
、
彼

は
、
そ
れ

に
よ

っ
て
、

国
民

の
男
女
が
、

必
ず

し
も
幸
福

に
な
る
と
ば
、
考
え
て

い
な
か

っ
た
。
彼

は
、
法
律

に
よ

っ
て
保
証

さ
れ

た
自

由
と

い
う
も

の
の
限
度

を
、

あ
ま
り

に
、

よ
く
知

っ
で

る
の
で
あ

る
。

ま
た
、

自

由
そ

の
も
の
と
、
幸
福

と
の
関

係
が
、
直
接

に
は
結

ば
れ
て
い

な

い

こ

と

も
、
長

い
人
生

の
経
験
老
と
し

て
、
知

っ
て

い
る
の

で

あ

る
。
彼

は
、
む

し

ろ
、
急

激
に
、
自

由
を
与

え
ら
れ
た
若
者

た
ち
に
、
惻
隠

の
情

さ
え
持

っ
て
い

る
の
で
あ

る
。

…
…
」

(
「
不
同
調
」

三

・
第

一
五
〇
回

・
10
月

22
、日
)

「
自
由
学
校
」

は
、
戦
前
世
代

の
羽
根

田
博
士
夫
妻
、
戦
中
世

代

の

五

百

助

・
駒

子
夫
婦
、
戦
後
世
代

の
隆
文

と
許
婚
者

ユ
リ
ー
と

い
う

三
世
代

の
異

な

る
視
点
か
ら
、
進
駐
軍

に
占

領
さ
れ
た
終
戦
直
後

の
世
相
風
俗

を
、
独
特

の

エ

ス
プ
リ
、に
富

ん
だ
文
体

で
描

い
て
い
る
。
そ

の
主
要

な
世
相
史
的
背
景

に
つ
い

て
、
以
下

ス
ト
ー
リ

ー
の
順

に
、
注
解

の
形
式

で
解
説
す

る
こ
と

に
し
た

い
。

満
数
え

「
細
君

の
駒
子
-

満
数
え
な
ら
三
十
を
越
す

か
、
残
さ

ぬ

か
。
」

(
「
彼
女
が
そ
う
叫
ぶ

に
は
」
一

・
第

一
回

・
5
月

26
日
)
ー

フ

ァ
ー
ス
ト

・

シ
ー
ソ
の
駒

子

の
描
写
。
年
齢

の
数
え
方
が
満

に
な

っ
た

の
は
、

こ
の
年
の

一

月

一
日

か
ら
だ

っ
た
。

可
能
性
の
限
界

「
憂
き

こ
と

の
な
お

こ
の
上

に
つ
も
れ
か
し
、
限
り
あ
る
身

の
力
た

め
さ

ん
1

作
品
が
幕
末
の
志
士
だ
と
す
る
と
、
ま

っ
た
く
カ
ビ

の
生

え

た
歌
だ
が
、
可
能
性

の
限
界
を
き
わ
め
る
と

い
え
ぽ
、
自

殺
し
た
有
名
な
戦

後
青
年

の
心
境
だ

っ
た
。
」
(
「
彼
女
が
そ
う
叫

ぶ

に
は
」
五

・
第

五

回

・
5
月

30
日
)
i

「
憂
き
ご
と

の
…
…
」
は
、

ア
メ
リ
カ
渡
航

に
失
敗
し
た
時

の
吉

田
松
陰

の
歌
。

「
可
能

性

の
限
界
…
…
」
は
金
融
業

・
光

ク
ラ
ブ
を
経
営
し
た

東

大
生
山
崎

晃
嗣
の
言
葉

で
、
前
年

の
二
十
四
年

十

一
月

二
十
四
日

に
青
酸

カ

リ
自

殺
し
た
と
き
に
書

き
遺

し
て

い
る
。

ギ

ョ
ッ

「
あ
の
女
性
的

な
青
年
が

、
慣

れ
慣

れ
し
く
、
走

り
寄

っ
て
き
た
時

に
は
、
駒

子
も
、

ギ

ョ
ヅ
と

い
う
流

行
語

そ
の
も
の
の
、
驚

き
に
打
た
れ
た
。」

(
「
五
笑
会

の
連

中
」

一
三

・
第

二
三
回

・
6
月

17
日
)
ー

ア
プ

レ
青
年

の
隆

文

に
声

を
か
け
ら
れ
た
駒

子
の
気

持
ち
。

「
ギ

ョ
ッ
」

は
二
十
四
年

四
月
か
ら

放
送

さ
れ
た
N
H
K
の
ラ
ジ
オ
、・
ヴ

ァ
ラ

エ
テ

ィ
ー

「
陽
気

な
喫
茶
店
」

で
N

コ
メ
デ

ィ
ア

ソ
内
海
突
破
が

は
や
ら

せ
た
。

,

ユ
リ
ー
台

風

「
あ

の
子

は

ユ
リ
ー
台
風

で
す

よ
。
荒
れ

る
だ
け
し
か
、
能
が

な

い
ん
で
す

。」

(
「夏

の
花
咲
く
」

九

・
第

三
二
回

・
6
月

26
日
)
1

隆
文
が

婚
約
者

の
藤
村
百
合
子

(
ユ
リ
ー
)

を
評

し
た
言
葉
。

二
十

二
年
九
月

の
キ

ャ

ス
リ
ー

ソ
台
風
、

二
十

五
年
九
月

の
ジ

ェ
ー
ソ
台
風

な
ど

の
よ
う

に
、
気
象
庁

は
米
空
軍
気
象
部
隊

に
な
ら

っ
て
台
風

を
女
性
名

で
呼

ん
だ
。
講
和
条
約
発
効

後

の
二
十

八
年

か
ら
、
現
行

の
よ
う

に
番
号

を
付
け

て
い
る
。

改

正
民
法

「
五
百
助
が
夏

シ

ャ
ツ
が
な
く

て
、
困

っ
で
や
し
な

い
か
と
考
え

る
と
同
時

に
、
彼
女

は
、
改
正
民
法

の
こ
と
も
考

え
る
。
配
偶
者

の
生
死
が
、
三

年
以
上
明
ら

か
で
な

い
時
1

と

い
う
離
婚

規
定
が
あ

っ
た
。

こ
れ

に
は
、
二

年
十

ヵ
月

ほ
ど
足

り
な

い
。
」
(
「
触
手
」

一
・
第

三
四
回

・
6
月

28
日
)
1

家

゜

出

か
ら
ニ

ヵ
月

た

っ
た
五
百
助
を
思
う
駒
子

の
心
理
。
新
憲
法
第

二
四
条

に
基

◎
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つ

い
て
親

族
編
、
相
続
編
を
根
本
的

に
改
め

た
改
正
民
法
は
、
二
十

二
年
十
二

月

二
十

二
日

に
公
布
さ
れ
、
翌

二
十
三
年

一
月

一
日
か
ら
施
行
さ
れ

て
い
た
。

漢
字
制
限

「
人
聞
は
ー

こ
と

に
、
文
化
人
と

い

う

も

の

は
、
言
葉
使

い

に
、

い
ろ
い
ろ
細
工
を
す

る
か
ら
、
漢
字
制
限
を
受
け

た
小
説
家

ほ
ど
、
苦
痛

を
感
じ
な

い
。
」
(
「
触
手
」
八

・
第
四

一
回

・
7
月

5
日
)
1

駒
子
と
辺
見

の

イ

ソ
テ
リ
同
士
ら
し

い
会
話

に
関
す
る
作
者

の

コ
メ
ソ
ト
。
日
常
使
用
す

る
漢

字
な

一
八
五
〇
字

に
制
限

し
た
当
用
漢
字
表

は
、
現
代

か
な
つ

か
い
と
と
も

に

一,一十

一
年
十

一
月
冖十

六
日

に
土
旦
不
さ
れ

た
。

テ
レ
ビ

ジ

ョ
ン

「
ほ
ん
と

か
し
ら
。

ユ
リ

ー
さ

ん
、

テ

レ
ヴ

ィ
ジ

ョ
ソ
持

っ

て
る
の
?

」

「
そ

ん
な
も

の
な
く

っ
た

っ
て
、
わ

か
る
わ
よ
。
あ

の
人
、
み

ん

な
、
あ

た
し

に
シ
ャ
ベ

っ
ち

ゃ
う

ソ
で
す
も

の
。
」
(
「
触
手
」
一
〇

・
第
四
三
回

・
7
月

7
日
)
ー

隆
文

の
こ
と
を
何

で
も
知

っ
て
い
る
と

い
う

ユ
リ
ー
と
駒

子

の
対
話
。

N
H
K
の
東
京

テ

レ
ビ
ジ

ョ
ン
実
験
局
が
、
週

一
回
、

一
日

三
時

間

の
定
期
実
験
放
送
を
開
始
し

た
の
は
、
四

ヵ
月
後

の
二
十
五
年
十

一
日
十
日

が
ら
だ

っ
た
。
本
放
送

の
開
始

は
二
十
八
年

二
月

一
日
。

ブ

ロ
ン
デ

ィ

「
い
い
や
、
肥

る
心
配
を

し
て
る
ん
で
す

よ
、
う
ち

の
プ

ロ
ソ

デ

ィ
は
…
…
」
(
「
鮎
料
理
」
六

・
第

四
九
回

・
7
月

13
日
)
1

辺
見

に
誘
わ

れ

て
訪
ね
た
実
業
家
茂
木

の
邸

で
、
茂
木
が
夫
人

に

つ
い
て
駒
子

に
語

っ
た
言

葉
。

チ

ッ
ク

・
ヤ
ソ
グ
作

の
ア
メ
リ

ヵ
家
庭
漫
画
[
「
プ

ロ
ソ
デ

ィ
」

は
、

二
十

四
年

一
月

一
日

か
ら

「
朝
日
新
聞
」

に
連
載
さ
れ

て
い
た
。

改
正
刑
法

「
ー

ホ
レ
た
ら

ホ
レ
た
と
、
な
ぜ
率
直

に
い
え
な

い

ん

だ

ろ

う
。
も
う
刑
法

に
ふ
れ
る
わ
け
じ

ゃ
あ
る
ま

い
し
。
」
(
「
悪

い

日
」
二

か
第

五

五
回

・
7
月
19
日
)
ー

へ
っ
ぴ
り
腰
の
辺
見
の
態

度

に
、

い
ら
だ
ち
を
感

じ

た
駒

子
の
心
境

。
姦

通
罪
を
廃

止
し
た
改
正
刑
法
は
、
二
十
二
年

十
月
二
十
六

日
に
公
布

さ
れ
、

十

一
月

十
五
日
に
施
行

さ
れ
た
。

暴
走
電
車

「
国
鉄
電
車
も

ま
た
、
愉

し
い
で
は
な

い
か
。
暴
走
す

る
と

か
、

し
な

い

と

か
、
考
え

る
必
要
が
あ

る
だ

ろ
う

か
。
」
(
「
自
由
を
求
め

て
」
四

・

第
七
〇
回

・
8
月

3
日
)
ー

家
出
し

て
電
車
出
勤

の
苦
労
が
な
く
な

っ
た
五
・

百
助

の
感
慨
。
中
央
線
三
鷹
駅

で
無
人
電
車
が
暴
走

し
た
三
鷹
事
件

は
、

二
十

四
年
七
月
十
五

日
に
起
き

た
。

名
画

ア
ル
バ

ム

「
世
間

で
評
判

の
ス
ト
リ
.ッ
プ

・
シ

ョ
ウ
が
、

ハ
ソ
ケ
チ
の

箱

に
つ
い
て
る
石
版
画
と
変
ら
な
く

て
は
、
意
味
が
な

か

っ
た
。
し

か
し
、
周

囲

の
客
が
、
画
面
が
変

る
度

に
、

カ
タ
ズ
を
飲
む
気
配
を
起

す

に

は
、

驚

い

た
。
や
が

て
、
そ

の
名
画

ア
ル
バ

ム
が
終

っ
て
、
場
内
が
明

る

く

な

っ
た
。
」

(
「
自
由
を
求

め
て
」
七

・
第
七
三
回

・
8
月

6
日
)
ー

家
出
後
新
宿
を
ブ

ラ

つ
い
た
五
百
助

の
ス
ト
リ

ッ
プ
見
物
。

一、一十

二
年

一
月
十
五
日

か
ら
新
宿
帝
都

座
五
階
演
芸
場

で
開
演
さ
れ

た
甲
斐
美
和

に
よ
る
額
縁

ヌ
ー
ド

・・
シ

ョ
ウ

「
名

画

ア

ル
バ

ム
」
が
わ
が
国

ス
ト
リ

ッ
プ

・
シ

ョ
ウ
の
は
し
り
と
さ
れ

る
。

夏
時
問

「
よ
く
飲

ん
だ
も

の
で
、
夏
時
間

の
十
七
時
ご

ろ
か
ら
、

ヒ

ッ
ソ
リ

と
、
町
な

か
の
夜
気
を
感

じ
る
時
間
ま

で
、
ビ

ー
ル
か
ら
日
本
酒
と
、
何
本
、

カ
ラ
に
し
た
か
、
覚

え
は
な

か

っ
た
。
」

(「
自
由
を
求

め
て
」
=

一
・
第
七
八
回

・
8
月

11
日
)
ー

ス
ト
リ

ッ
プ
見
物

で
会

っ
た
男

に
誘

わ
れ

た
五
百
助

の
飲

み

っ
ぷ
り
。
五
月

の
第

一
土
曜

か
ら
九
月

の
第

二
土
曜
ま

で
、
時
刻
を

一
時
間

す
す

め
る
サ

マ
ー

・
タ
イ
ム
が
、
夏
時
刻
法
と
し

て
公
布
さ
れ

た
の
は
二
十
三

年

四
月

二
十

八
日
で
、
五
月

二
日
午
前
零
時

か
ら
実
施
さ
れ
た
。
二
十
七
年
四

月
十

]
日
に
廃
止
。

笠
置

シ
ズ
子

「
彼
女
等

は
、

一
斉

に
笑

っ
た
。
そ

の
声
が
、
不

思

議

だ

っ

た
。
誰
も
、
笠
置

シ
ズ
子

の
よ
う
な
、
濁
み
た
、
太

い
声
な

の
で
あ
る
。
」
(
「
乱

世
」

=
二
・
第

一
一
六
回

・
9
月

18
日
)
ー

上
野

の
銭
湯

で
、
五
百
助

の
い

る
男
湯

へ
入

っ
て
き
た
オ
カ

マ
た
ち

の
声
。
笠
置

シ
ズ
子
が
二
十
二
年
三
月

の
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日
劇

で
歌

っ
た

「
東
京
ブ
ギ

ウ
ギ
」

は
爆
発
的

に
大
流
肴

し
た
。

象
徴

「
必
要
な
時

に
は
、

こ
う

し
て
下
さ

い
と
、

お
願

い
し
ま
す

よ
。
平
常

は
、

た
だ
、

わ
し
等

の
心
の
的
、
象
徴

で
あ

っ
て
下

さ
れ
ば

…
…
」

(「
地
下

の

人
」

三

・
第

一
二
〇

回

・
9
月

22
日
)
i

元
海
軍
軍
人
加
治
木
が
五

百
助

に

い

っ
た
言
葉
。

二
十

一
年
十

一
月
公
布

の
日
本
国
憲
法
第

一
条

に
、

天

皇

は

「
日
本
国

の
象
徴
」

「
日
本

国
民
統
合

の
象
徴

」
と
あ

る
。
論
議

の
対
象

と
さ

れ
る
と
と
も

に
、
た
ち
ま
ち
流
行

語

に
も
な

っ
た
。

ツ

マ
ミ
食

い

「
一
人

の
配
給
所
員

か
ら
、

一
人
の
男
性

と
し

て
、

平

さ

ん

が
、
心

に
映

る
よ
う

に
な

っ
た
。

こ
れ
も
、

民
主
主
義

の
感

化
と
考

え
ら
れ
る

が
、
そ
れ
よ
り
も
、
隆
文

か
ら
辺
見

へ
と
、
精
神

的
な

ツ

マ
、、・食

い
を
し
た
後

口
が
、
大

い
に
影
響
し

た
の
で

あ

る
。
」
(
「
あ
ら
く
れ
」

一
.
第

一
四
六
回

.

10
月

12
日
)
ー

配
給
所
員
平
さ

ん
に
ひ
か
れ
た
駒

子

の
心
理
。
鉱
工
品
貿
易

公
団
の
公
金
八
千
万
円
を
横
領
し
た
公
団
出
納
係

の
早
船
恵
吉
が
、
元

、、、
ス
東

京

の
内
妻
と
自
首
し
た

の
は
二
十
五
年
四
月
十
九
日
。
公
団
総
裁
が

「
あ
れ
く

ら

い
は
女
中

の
ツ

マ
ミ
食

い
程
度
」
と
放
言
し

た
の
が
流
行
語
と
な

っ
た
。

混
血
児
収
容
所

「駒

ち

ゃ
ん
は
、
お
隣

り
の
岩
井
別
荘
と
、
ま
ち
が
、兄
て
る

ん
じ

ゃ
な

い
の
か
い
。
も

っ
と
も
、
あ

の
別
荘
も
、
今
じ

ゃ
、
毛
色

の
変

っ
た

孤
児

の
収
容
所

に
な

っ
て
る
け
ど
ね
」
(
「
不
同
調
」
四

・
第

一
六
ご
回

.
11
月

3
日
)
i

駒
子

の
話
を
き
く

た
め
に
、
大
磯

の
別
荘
く
ず
れ

の
旅
館
松
琴
亭

で
食
事

を
し
た
羽
根

田
夫
人

の
言
葉
。

「
岩
井
別
荘
」

は
旧
三
菱
財
閥
岩
崎
家

の
別
荘

を
さ
す
。
沢

田
美
喜
が

二
十

三
年

二
月

一
日
、

こ
こ
に
混
血
児
救
済
施

設

エ
リ
ザ
ベ
ス

・
サ
ソ
ダ

ー
ス

・
ホ
ー
ム
を
開
設

し
た
。

肉
体

の
門

・
国
宝
焼
失

「
君
、
少

し
自

重
し
ろ
よ
。
肉
体

だ
の
、
門
だ

の
と

い
う
も

の
は
、
相
当

、保
護

の
価
値
が
あ

る
か
ら
な
」
「
国
宝

だ

っ
て
い
う
の
?

ご
安

心
!

焼
け

て
な
く

な
り
は
し

な

い

わ

よ
・・…
.」

(「
谷
闖

の

暴
風
」

七

・
第

一
七
三
回

・
11
月
14
日
)
l
I

五
百
助

を
誘

っ
て
箱
根

へ
泊

り
に
行

こ

う
と

い
う

ユ
リ
ー
と

の
対
話

。
田
村

泰
次
郎

の
小
説

「
肉
体
の
門

」
(
『
群
像

』

昭
和
22
年

3
月
)
は
、
空
気
座

の

ロ
ソ
グ

ラ
ソ
公
演
や
映
画
化

に
よ

っ
て
肉
体

文
学
ブ

1
ム
を
起

こ
し
、
性

の
解
放
を
意
味
す
る
流
行
語
と
し

て
使
わ
れ
た
。

法
隆
寺
金
堂
が
漏
電

で
出
火
、
模
写
中

の
壁
画
十
二
面
が
焼
亡
し
た

の
は
二
十

四
年

一
月

二
十
六
日
。
二
十
五
年
七
月

二
日

に
は
、
金
閣
寺
が
同
寺

の
徒
弟
僧

・
林
承
賢

の
放
火

で
全
焼
す
る
な
ど
、
国
宝

の
焼
失
事
故
が
続

い
て
い
た
。

警
察
予
備
隊

「
で
も
、

オ
バ

サ

マ
は
、

ス
ー
パ
ー

・
マ
ソ
を
怖

れ

る

必

要

は
、
な

い
と
思
う

ん
で
す

よ
。
あ

の
男

は
、

こ
の
間
、
配
給
所

を
や

め
て
、
警

察
予
備
隊

へ
入

っ
た
そ
う

で
す

か
ら
ね
」

(「
谷
間

の
暴
風
」

一
〇

・
第

一
七
六

回

・
11
月

17

日
)

1

浜

離

宮

庭

園

で
、

隆

文

と

ユ
リ

ー
が

、

ス

ー

パ

ー

.
マ

ソ
の
平
さ

ん
を
恐
れ

て
羽
根

田
家

に

い
る
駒
子

の
こ
と
を
五
百
助

に
知
ら

せ
た

言
葉
。
警
察
予
備
隊

(自
衛
隊

の
前
身
)
令

の
公
布
と
施
行

は
こ
十
五
年

八
月

十

日
で
、
同
月

二
十

三
日
に
は
第

一
陣

と
し
て
約

七
千
人
が

入
隊

し
た
。

九
嘶
空
襲

「
オ
ジ
サ

マ
、
見

て
下

さ

い
。

こ
れ
を
!

」

「
何

を
、
あ

わ
て
と

る
の
か
ね
。
九
州

に
、
爆
弾

で
も
落

ち
た
の
か
」

(
「檻

の
内
外

」
三

.
第

一
八

四
回

・
11
月

25
日
)
ー

新
聞

で
夫

の
逮
捕

を
知

っ
て
驚

い
た
駒
子
が
、
羽
根

田
博
士

と
交

わ
し
た
会
話
。
朝
鮮
戦
争
勃
発
直
後

の
二
十
五
年

六
月

二

十

九

日
、
北

九
州

の
米
軍
基
地
、
小
倉

・
八
幡

・
門
司

・
戸

畑

の
各
市

に
警
戒
警
報

が
発
令

さ
れ
、
灯
火
管
制
が
実
施

さ
れ
た
事
実

を
ふ
ま
え
た
発

言
と

い
え
る
。

舞
鶴

で
ス
ク
ラ

ム

「
シ
ベ
リ
ア

に
抑
留
さ
れ
た
わ
が

子
が
、
舞
鶴
で

ス
ク
ラ

ム
を
組
ん
だ
と
し
て
も
、

生
き
て
還

っ
た
事
実
を
知

っ
た
母
親
は
、
駒

子
と
似

た
気
持
だ

っ
た
ろ
う
。
」
(
「
檻

の
内
外

」
四

・
第

一
八
五
回

・
11
月
26
日
)
ー

ブ

タ
箱

に
入
れ
ら
れ
た
五
百
助

に
腹

を
立
て
な
が
ら
、
無
事
を
知

っ
て

一
安
心

し
た
駒

子

の
心
境
。

ソ
連

か
ら

の
引
揚
げ
再
開
第

一
船

の
高
砂
丸
が
、

二
千
人
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の
シ
ベ
リ
ア
帰

り
を
乗

せ
て
舞
鶴
港

に
入
港

し
た
の
は
二
十
四
年
六
月

二
十
七

日
。
す
ぐ
日
本
共
産

党

に
入

っ
た
も
の
が
多

か

っ
た
。
後

続
船
で
も
し
ば
し
ぽ

引

揚
者
が

ス
ク
ラ
ム
を
組

ん
で
警
官
隊
と

ト
ラ
ブ

ル
を
起

こ
し

て
い
る
。

以
上
、
社
会
的
事
件

に
か
か
わ
り

の
あ

る

「
自
由
学
校
」

の
記
述

の
主
要
な

も

の
を
取

り
上
げ

た
が
、
逆

に

「
自
由
学
校
」

の
記
述
が
社
会
的
な
話
題
を
呼

ん
だ

ケ
ー
ス
も
あ

る
。

新
聞
小
説

「
自

由
学
校
」

の
評
判

と
と
も
に
、

一
躍
東

京
の
新
名
所

に
な

っ

た

の
は
、

五
百
助
が
武
蔵
野

の
わ
が
家
を
出

て
か
ら
住
み

つ
い
た
バ

タ
ヤ
部
落

の
あ
る
お
茶
の
水
だ

っ
た
。
作

中
で
は

「
お
金

の
水
」

の
名
で
出

て
く
る

こ
の

谷
間
の
部
落

を
、
中
央
線

で
通
勤
し
て

い
た

こ
ろ
「
戦
後

の
住
宅
払
底

の
現
象
」

と
眺

め
て
い
た
五
百
助
は

「
た
だ
、
少

し
殺
風
景
な
気
持
」

(
「
都
会

の
谷
間
」

一
・
第
九
三
回

・
8
月

26
日
)
が
し

た
だ
け

で
あ

っ
た
。
と

こ
ろ
が
実
際

に
住

ん
で
み
る
と
、
予
想
外

の
別
天
地
だ

っ
た
こ
と
が
描

か
れ

て
い
る
。

二
十

四
年

の
年
末

に
約

四
十
戸
、

八
十
人

だ

っ
た
部
落
が

「
自
由
学
校
」

で

有
名

に
な

っ
た
こ
ろ
に
は
百
戸
、
百
五

十
人

に
な

っ
て

い
た
。

立
退

き
を
請
求

し
た
東

京
都

民
生
局

の
世
話

で
、

二
十
七
年

十
二
月

に
深
川
木

場

の
バ

ラ
ッ
ク

住
宅

へ
移
転

し
た
際

の
新

聞
記
事
に
は

「
"
自
由
学
校

"
引
越

し
」
(
「朝

日

新

聞
」
昭
和

27
年

12
月

23
目
)
と

い
う
見
出
し
が

つ
い
て
い
る
。
お

茶

の

水

・の

"
文
学
名
所
"
は
、

こ
の
時

か
ら

"
文
学
遺

跡
"
と
な

っ
た
。

ま

た

「
自
由
学
校
」
が

は
や
ら

せ
た
流
行
語

は
特
筆
す

べ
き
も

の
だ

っ
た
と

い

っ
て
よ
い
。

「
と

ん
で
も
な

い
」
と

「
ネ
パ

ー

・
ハ
ッ
プ

ソ
」

を
合
成

し
た

「
と
ん
で
も

ハ
ッ
プ
ソ
」
、
「
好
き
」

を

「
ネ
パ
ー
」

で
否
定
形

に
し
た

「
ネ
バ

ー
好

き
」

な
ど

の
日
米
混

血
語
が

そ
れ
で
、
駒

子
が

大
磯

の
海
岸

で
出
会

っ
た

隆
文

と

ユ
リ
ー
は
、
次

の
よ
う

な
奇
怪

な
会
話

を
交

わ
し
て

い
た
。

「
飛

ん
で
も
、

ハ
ッ
プ

ソ
!

い
け
ま
せ

ん
よ
、

ユ
リ
ー

に
チ

ャ
ー
ジ
さ

せ

る
な

ん
て
…
…
」

「
そ
れ
が
、
き
ら

い
!

そ

ん
な
、

ヘ
ン
な
形
式
主
義
、

ネ

バ

ー

・
好
き

ッ
!
」

(「
五
笑
会

の
連
中
」

一
二

・
第

二
二
回

・
6
月

16
日
)

「
て
ん
や
わ

ん
や
」

(
昭
和

21
年
)
、
「
青
春
怪
談
」

(昭
和

29
年
)

の

「
W

プ

ラ

ス
M
」
な
ど
、
獅
子
文

六
が

は
や
ら

せ
た
流
行
語

は
少

な
く

な
い
。

し
か

し

「
自
由
学
校
」

に
登
場

し
た

「
と

ん
で
も

ハ
ッ
プ

ソ
」

「
ネ
バ

ー
好
き
」

を

は
じ
め

「
キ

ャ
ソ
デ
ー

・
ボ
ー
イ
」
「
イ
カ

レ

・
ポ

ソ
チ
」
な
ど

は
、
昭
和
流
行

語
史

に
残
る
傑

作
と

い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

連
載
当
時
、
朝
日
新
聞
社
学
芸
部
次
長
だ

っ
た
扇
谷
正
造

の
証
言

(
テ
レ
ビ

「
名
作

の
ふ
る
さ
と
」
東
京

12
チ
ャ
ソ
ネ

ル

・
昭
和

50
年

1
月

6
日
)

に
よ

る

と
、

こ
れ
ら

は
い
ず
れ
も
そ

の
年

の
新
入
社
員
約
三
十
人

に
書
き
出
さ

せ
た
三

百
語

ほ
ど

の
現
代
学
生
語

の
中

か
ら
作
老
が
選

ん
で
用

い
た
も

の
と

い
う
。

学

生
仲
間

だ
け
の
新

語
が
、
新
聞
と

い
う

マ
ス

・
メ
デ

ィ
ア
に
よ

っ
て
、
大

流
行

語
に
変
身

し
た
こ
と

に
な
る
。
現

存
す
る
小
さ
な
流
行
の
萠
芽

を
発
見

し

て
、
そ
れ
を
大
き
く
仕
立
て
上
げ

た
と
こ
ろ
に
、

こ
の
作

者
の
鋭

い
時
代
感
覚

を
見
る

こ
と
が

で
き
る
と

い

っ
て
よ

い
。

ま

た
、
作
中

の

「
キ

ャ
ン
デ

ー

・
ボ

ー
イ
」
が

「
と

ん
で
も

ハ
ッ
プ

ソ
」
と

い

っ
た
奇
怪
な
新

日
本
語

を
あ
や

つ
る
現
象
が
、

フ
ィ
ク
シ

ョ
ソ
で
は
な
く
現

実

の
事
件
と

な

っ
て
現

わ
れ

た
の
は
、
ま
だ

「
自
由
学
校
」
が
連
載
中

の
九
月

二
十

四
日
だ

っ
た
。

日
大
職
員

の
給
料
を
強
奪

し
た
犯
人
山
際
啓
之
が
逮
捕
さ

れ
た
時
、

「
お
お
ミ

ス
テ
ー
ク
!
」

と
叫

ん
だ

の
が
、

た
ち
ま
ち
流
行
語
と
な

っ
た

の
は

「
と
ん
で
も

ハ
ッ
プ

ソ
」

の
大
流
行

と
無
関
係
だ

っ
た
と

は
い
え
な

い
。

フ
ィ
ク
シ

ョ
ソ
の

「
自
由
学
校
」
が
、
世
相
史

の

一
端
を
形
成
す

る
こ
と

に
な

っ
た

ケ
ー

ス
と
見

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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